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1. 目的  

同名論文（その 2）では、杭に作用する地盤反力と地盤反力係数の関係に与える地盤条件および載荷速度の

影響を確認することを目的として実施した模型実験について報告した。同名論文（その 2）で報告した模型実

験では、杭周辺地盤に評点を設置し、杭周辺地盤の回り込みやすり抜け変形を観察した。このように水平載荷

を受ける杭周辺地盤の変形を観察した事例は、著者らの知る限りほとんどない。そこで、本報（その 3）では、

杭周辺地盤の変形に対して画像解析を行い、変形モードを確認したので報告する。 

2. 画像解析概要  

同名論文（その 2）で報告した模型実験を

行うにあたり、杭周辺地盤の変形を観察する

ために模型地盤上面に評点を設置した。評点

の設置状況を図-1 に示す。Case 2 の評点設置

範囲は、Case 1 での模型地盤の変形状況を考

慮した上で、より広範囲の杭周辺地盤の変形

を捉えるために、Case 1 より広い範囲に評点

を設置した。画像解析は、評点の変位量を逐

次、追尾する方法で行なっており、各節点に

おける変位量を算出した。また、ベクトル図

は各ケースにおける最大値を基準としてス

ケールを調整したうえで、整理した。 

3. 画像解析結果  

 図-2、図-3 に Case 1、Case 2 の同一変位量

におけるベクトル図を、それぞれ同一の載荷

速度である Step1 および Step3、Step1-1 およ

び Step3 について示す。ここで、比較した変

位量は約 9mm（0.1D）とした。これらの図

から、載荷速度が大きい場合には杭周辺地盤

に大きな変形が生じているとともに、杭背面

への回り込みの様子が観察された。これは、

載荷速度が大きい場合には杭がすり抜ける

変形のモードとなっていることを示唆して

いる。各ケースにおける各載荷ステップの最

大変位時におけるベクトル図を図-4、図-5 に

示す。図-4、図-5 から、載荷速度が大きくな

るにつれて、周辺地盤の変形も大きくなって

いることが指摘できる。特に、載荷速度が大

きい場合には、杭側面から杭背面への地盤の
図-1 評点設置状況 
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回り込みの様子が顕著に表れている。このことからも、載荷速度が大

きくなるにつれて、地盤中を杭がすり抜けていく変形のモードに変わ

っていくと考えられる。この結果を地震時の杭-地盤の相互作用と考

えた場合、地盤中において同様の変形モードが生じていると推測でき

る。 

4. まとめ 

 模型実験から得られた杭周辺地盤の変形に対して画像解析を行っ

た結果、載荷速度が大きい場合に杭側面から杭背面にかけての周辺地

盤の変形が大きくなることがわかった。また、この傾向は載荷速度が

大きいほど顕著に現れる。 

 

 

(a) Step 1-1 

(b) Step 1-2 

(c) Step 2 

(e) Step 4 

図-5 最大変位時ベクトル図 (Case 2) 

(d) Step 3 
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図-4 最大変位時ベクトル図 (Case 1) 

(a) Step 1 

(b) Step 3 

図-2 変位ベクトル図 (Case 1) 

(a) Step 1-1 

(b) Step 3 

図-3 変位ベクトル図 (Case 2) 

土木学会第66回年次学術講演会(平成23年度)

 

-458-

 

Ⅲ-229

 


